














































































































































































1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 平均
スマホ群 7.0 8.6 8.6 6.8 7.6 7.0 4.8 8.2 6.4 7.2 7.2
ノート群 8.4 8.2 9.4 8.6 9.2 6.6 5.6 8.0 5.4 6.6 7.6
差 −1.4 0.4 −0.8 −1.8 −1.6 0.4 −0.8 0.2 1.0 0.6 −0.4





















1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 平均
スマホ群 4.8 7.2 8.0 6.6 6.6 4.4 4.6 4.8 4.4 5.8 5.7
ノート群 4.6 7.4 8.0 7.2 7.4 4.2 5.8 4.0 5.2 6.2 6.0
























1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 平均
スマホ群 2.2 1.4 0.6 0.2 1.0 2.6 0.2 3.4 2.0 1.4 1.5
ノート群 3.8 0.8 1.4 1.4 1.8 2.4 −0.2 4.0 0.2 0.4 1.6
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付録　テスト問題の事例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2014年5月21日
【挑戦的萌芽研究　テスト３回目その２】
氏名：　　　　　　　　　カメラ：ノート　　　　　　採点　　　点/10点
発表タイトル：不登校未然防止に向けた実践的研究
問1　平成19年度における小・中学校の不登校児童生徒出現率について、
当てはまる組み合わせ選び、記号で答えなさい。
a.小学校2.32%,中学校2.91%　b.小学校1.18%,中学校2.31%
c.小学校0.34%,中学校2.91%
答え（　　　　　　　）
問２　川崎市は不登校未然防止のために4つの取り組みをしているが、残
り２つは、何か。語群から２つ選び記号で答えなさい。
①家から外に出ることが困難で、引きこもりの傾向がある児童生徒と
の相談
②24時間体制の電話相談　③（　　　　　　）　 ④（　　　　　　）
a.小集団での活動が可能な児童生徒への支援・指導
b.小集団での活動が不可能な児童生徒への支援・指導
c.家から外に出ることが困難であるが、一対一の関係が取れる児童
生徒との相談
d.家から外に出ることができ、一対一の関係が取れる児童生徒との
相談
問3　それぞれの生徒が中学生になり、小学校と比べて、学校に対する気
持ちが変化するが、次のa.b.c.の中で、変化した人数が多い
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スマートフォンのカメラ機能とノートテイキングの学習効果に関する比較研究
順に並べ替えなさい。
a.好きな方向へ変化のあった人数
b.嫌いの方向へ変化のあった人数
c.変化のなかった人数
　　（　　　　→　　　　→　　　　）
 
問4　「中1不登校」の解決に向けてわかったこと・提案されていることに
ついて、合っているものに○、間違っているものに×を（　　）内
に付けなさい。
a.小・中学校それぞれの文化は異なるが、すべての生徒がギャップ
を困難なものと感じている。（　　　）
b.小学校から中学校に入学し、肯定的な気持ちが増した生徒が半数
以上いることが分かった。逆に否定的な気持ちが増した生徒も約
半数いることが分かった。（　　　）
c.生徒一人一人は、小学校から中学校へのギャップの感じ方が異な
り、様々な要因が存在する。（　　　）
d.そのため、教育の専門家による検討・実践とともに、構造的な検
討を加えることによって、所属に応じたより有効な「中1ギャッ
プ」の解決法が見えてくるのではないか。（　　　）
感想など自由に記述してください。（テストの点数には一切影響しません。）
◦
◦
◦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
